
             京都 東山三十六峰越 walk ≪1≫  

    【1】 京都市街と山科を結ぶ東山滑石越「滑石街道」を歩く  2016.9.13.  

         府道１１８号線 今熊野勸修寺線 大石内蔵助が山科から祇園・伏見へ通ったという古道   

           東山三十六峰を越 滑石街道  京都の新しい散策道を一つまた 見つけました 

  

     京都駅横 鴨川塩小路橋から眺める東山 南部     JR東海道線 東山トンネル出口  今熊野橋より 

府道１１８号 今熊野勸修寺線。 東山通の今熊野交差点から東へ  

両側にびっしり、家並みが続く狭い坂道が東山へと登ってゆく。 

かつては 大石内蔵助が計を図りながら、山科から祇園・伏見へ 

足しげく通った道だという。  

滑石街道・醍醐道などと名称はついているが、幹線道路の役割を三条通 

日岡越や五条通東山越に渡し、今は街道筋に暮らす人たちの生活道路。  

車に邪魔されることもなく 往時を思い起こしながながら ゆっくりと 

家並みを楽しみながら東山越  

３０分もあれば峠越 1時間もかからず、山科の街へ 

山科がこんなに近いとは !!   びっくりした古道です 

  

最近 山科西野山界隈を歩いていて知ったJR東山トンネル

の上を越えて京都と山科を結ぶ「東山滑石越」滑石街道(府

道１１８号今熊野勸修寺線)。 かつては京都と山科を結ぶ

間道として、京都ではよく知られた道という。 

東山を越えて山科に入る西野山地区は古い時代 中臣氏(藤

原氏)の本拠地であり、坂之上田村麿の墓もある。 

また、忠臣蔵大石内蔵助が居住し、忠臣蔵の計画をめぐら

したところでもある。さらに、この東山滑石越の道は稲荷

山そして醍醐への道。 

古い歴史をたどる道で「滑石街道」の名前にはさぞ由緒が

あるのだろうとイメージを膨らませましたが・・・・・・。 
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「滑石街道」の名は「忠臣蔵の秘策を練る大石内蔵助が、放蕩を装って、毎夜毎夜 東山の山道を越えて  

    祇園・伏見へ通った際に、凍り付いたこ道で足を滑らせて転んだこともあろう」と誰いうとなく 

   「大石も滑る→すべり石」街道と呼ばれるようになったという。 

何かすごい歴史がこの道に隠されていると思いましたが、意外にも庶民の感覚のネーミング。  

でも、地図で眺めてみると曲がりくねった狭い道の両側にびっしり今熊野の家並みが峠まで続く生活道路。 

古い時代から住み継がれてきた生活道路に違いない。  

三条通日岡峠越・五条通東山越の道が、幅の広い幹線道路に対してびっくりの東山越。昔も今もずっと 車に邪魔されずに歩

ける庶民の道「滑石街道」なんだと。 

観光客の雑踏もなし 車にも邪魔されず、山から眺める景色も独り占め。京都にうれしい古道の散歩道 発見。  

 

今にも雨が降り出しそうな９月１３日朝 今熊野/滑石越/山科西野山の滑石街道walkへ 

帰りは 午後 山科側から 稲荷神降臨伝承 伏見稲荷大社の御神体山「稲荷山」に登って京都へ。 

曲がりくねった狭い道の両側にびっしり今熊野の家並みが峠まで続く、古い時代から住み継がれてきた生活道路。    

それも 東山通今熊野から東山を登るというより、ぶらぶら坂歩きで約３０分で峠に  

  

今熊野の一番上 滑石街道 日吉南町周辺から眺めた京都の街 2016.9.13. 

今熊野から峠にかかる一番高いところからは、そして 雲に煙る西山をバックにし

た京都の街が遠望。京都タワーも見える。 

随分下に京都の街がみえ、知らぬ間に東山の上に。 

街道筋の家並みが途切れて、緑に包まれた東山の山中 視界が開けないが 平坦に

なって峠も近い。この下を東海道線・新幹線のトンネルが潜り抜けている。 時折、

通り過ぎてゆく自動車以外誰もいない静かなもの。 

山科側は一体どないなっているのか、興味津々。  



３０分足らず 平坦な道を曲がると急な下り坂。 ここが峠でした。 

急な坂道を下ってゆくと、文字通りのヘアーピンを描くカープに。  

この横の竹藪の中が坂之上田村麿の墓といわれる西野山古墓。 

この坂道で山科の盆地の大パノラマ。 急に開けた街並みにびっくり。                  

また、約１時間弱で山科 西野山地区の街へ。 

京都と山科がこんなに近いとは・・・・。 

びっくりですが、逆に気分的な東山の壁の大きさにも気が付きました。  

 

 

  

         滑石街道 山科側の下り路 きれいなヘアピンカーブ   2016.9.13. 

         すぐ横に西野山古墓 眼下には山科盆地のパノラマが広がっていました 

 

知っているようで 知らなかった楽しい京都  

東山三十六峰 滑石越walkでした。 

観光客の雑踏もなし 車にも邪魔されず、 

山から眺める景色も独り占め。  

昔も今もずっと 車に邪魔されずに歩ける庶民の道「滑石街道」。   

 京都にうれしい古道の散歩道 発見でした。  

 

     2016.9.13.  たどってきた滑石街道の道を眺めながら  

             山科 滑石・新大石道で   Mutsu Nakanishi 

 

 

   【2】 京都 東山三十六峰越 walk ≪2≫ 

       東山三十六峰南端の稲荷山 横断ハイク  稲荷山降臨伝承の三ヶ峰から伏見稲荷大社へ  

        帰りは山科西野山から稲荷山へ登って伏見稲荷大社へ 久しぶりの稲荷山はワンダーランド 

          http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1610inariyama00.htm 
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